
                                                 主治医

病名： 説明日：平成　　　　年　　　　月　　　　日

月日 ／ ／ ／ ／ ／　　　　　　　～　　　　　　　／

入院当日～手術前日 手術前日 手術当日(術前） 手術当日(術後） 術後１日目 術後２～９日目

★主治医・担当麻酔医から手術に 場合によっては ★手術当日朝の内服内容は ★傷口に管がはいる場合が ★医師の許可があれば、酸素 ★傷口の状態を確認するため

治療・診察など ついての説明があります 麻酔科医より説明があります あります モニターなどははずします ガーゼ交換をします

(点滴・内服を含む） ★今までの服薬を看護師に預けて  ★寝る前に、下剤を内服して 朝の内服 ★足に循環を良くする器具が ★抗生剤の点滴を行います ★傷口に入っている管は、

  下さい     頂きます 　　　　　　　　　　  つきます ★傷の状態を確認します  出血量によって、抜きます

  持参薬を続けるか医師に  ★寝る前に、希望で睡眠薬を ★麻酔の種類によって

  確認します 　  内服して頂きます 酸素マスクで、指示がある ★手術の種類にもよりますが、

まで酸素吸入をします 退院は早い人で手術後２日目

★（　　　　）ごろ点滴を行います ★心電図モニターがつきます になります

⇒場合によっては手術室で点滴 ★基本、翌朝まで持続点滴 ★退院日については、

　　します をします 医師より説明があります

★手術に必要なものです　ご用
意ください ★術衣に着替えて頂きます ★腫れを軽減するために手術した ★必要に応じ弾性ストッキングを

・ティッシュペーパー・ウエットティッシュ ★ｺﾝﾀｸﾄ・義歯・湿布・ヘアピン 足を挙上しアイシングをします 装着していただきます

処置 ・ストロー付のマグカップ ★看護師が準備品の確認を などは外して下さい

・オムツ　・バスタオル　　   します ★時計・指輪などの装飾品は外し

現金などの貴重品と共に家族の

※売店で購入できます 方へお預けください

★手術前の検査があります ★朝、採血があります

検査 採血・レントゲン・心電図など
★病棟でSPO２を測定します

★ベット上安静ですが、痛みの程度で ★手術室に入るまで、安静に ★医師からの患肢の荷重制限が

安静 ベットの背もたれをあげるｌことはできます してお待ち下さい 　ある場合、指示の通り、歩行・

★痛みの程度で車椅子に乗れます 　車イスでの移動をしてください

★リハビリが開始されます

★担当理学療法士が決まります（予定） ★血栓症予防のため、足首の

リハビリ   関節をできる範囲で動かして

  ください

食事 ★普通に食事がでます ★医師の指示に応じて飲水が ★朝から食事が開始になります

開始になります

 

★必要時、手術部位の毛ぞリを行います ★化粧・マニュキア・ジェルネイル

清潔 　その後、シャワーか入浴を行ってください （手足とも）などは落として下さい ★看護師が体を拭きます

★できない場合は体を拭きます

★病室のトイレをご使用ください ★車イス用トイレ・自室トイレを

排泄 御使用ください

★承諾書は看護師へお渡しください ★使用麻酔（　　　　　　）麻酔 ★今後、転院が必要となる方には ★退院は原則１０時となります

★手術後（　　　　　）に帰室します MSWが介入します 　御家族の都合などで変更に

患者様及び御 ★看護師から入院生活や手術に ★ご家族はデイルームで終了まで ★今後の方針については医師より 　なる場合は看護師にお伝え

家族への説明   向けて準備することなどの お待ちいただきます 説明があります 　ください

  説明があります

★薬剤師による服薬指導は適宜 ★手術終了次第、医師から ★次回の受診日と会計について

  ありますので、お聞きになりたい 説明があります 事務員から説明が行われます

  ことがあれば、看護師に声を

  かけてください

総合的機能評価 神戸赤十字病院　　整形外科　　２０１９年月３月　改訂

★麻酔科の先生の指示に従い、絶飲食となり ます
（　　　）時より絶食です・（　　　）時より絶飲食です

★手術開始時間は
　　（　　　　）時（　　　）分です。
ご家族の方は３０分前には病院
においでください

★手術所要時間は（　　　）時間
予定です。都合により前後する
ことがありますのでご了承下さい

下肢の手術を受けられる方へ 　　　　　　　　　　　　　　　　　様


